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92　　　　t・C－NMSP－PETを用いた下垂体腫瘍部のドーパ

　ミンDε受容体測定一プロモクリプチン負荷による検討一

　百瀬敏光、西川潤一、井上優介、渡辺俊明、矢田　保、

　佐々木康人（東大　放）、寺本　明（東大　脳外）

　　我々は、下垂体腫瘍部におけるドーパミンD2受容体を

　評価するために、プロモクロプチン（BC）投与前後の受容

　体結合能k，を1ic－N一メチルスピペロン（NHSP）とPETを用い

　て測定した。3コンパートメントモデルを仮定し、小脳

　の放射能を入力関数とした等価時間に対する腫瘍部／小

　脳比及び線状体／小脳比をプロット（Patlak　Plot）し、そ

　の傾きからk3を求めた。検査はBC投与前と2．5ロg経口投与

　3時間後の2回施行した。BC投与により腫瘍部のk・は13

　－56％低下したが、線状体部では一3－5％と不変であった

　（n・4）。これは”C－NMSPとBCのD2受容体結合占有率の差を

　反映したものと考えられ、BCの薬理作用様式に部位差が

　存在することを示唆するデータと思われる。

93　　　運動異常を主とする神経疾患におけるドーパ

　ミンD，受容体測定一日C－NMSP－PETによる検討一

　百瀬敏光、西川潤一、井上優介、奥　真也、熊倉嘉貴、

渡辺俊明、佐々木康人（東大　放）

　akinesia、　tremor、　chorea等の運動異常を前景とする

疾患においては、基底核を中心とした神経回路網の異常

が背後に存在すると考えられる。今回、我々は1ic－NMSP

－ PETを用いてパーキンソン病（PD）8例、線状体黒質変性

症（SND）3例、進行性核上性マヒ（PSP）4例、ハンチント

　ン舞踏病（HD）3例、　cortico－basal　degeneration（CBD）2

例および健康成人14名の線状体におけるドーパミン

D2受容体測定をおこなった。小脳を入力関数とした

Patlak　plotを用いて川C－NMSPのD2受容体への結合能k3

を算出した。その結果、SNDとHD全例で明らかなk〕の低下

を認めたが、PSPとCBDでは低下はごく軽度であり、　PDで

はほぼ正常であった。

94　　　　　　C－11－Diprernorphineのspectral　analysisによる

定量画像．　　　田所匡典（MRC　Cyclotron　Unit，ハマースミス

病院，名大　放，刈谷総合病院　放）

　正常人3名を対象にC－11－Dipremorphine（opioid　antagonist）

を投与し3D－PETでデータを収集した．　Spectral　analysisを用い

て分布容積（DV）画像を作成した．正確な解剖学的位置同定のため

MRIとの重ね合わせも行った．　DV値は線条体，視床内側で高値を

示し．中心前回，中心後回，後頭葉で低値を示した．高感度な3D

－ PETの利用とMRIとの重ね合わせにより中脳水道周囲灰白質への

集積．視床外側部の相対的低集積などの微細部分の分布が明らか

となった．動脈入力関数に依存しない定量画像であるため，被検

者間の比較，同一被検者の2回以上の検査の比較が可能であり，

各種神経疾患．痛みのメカニズムにおけるモルヒネ様受容体の研

究に有用な手法と考えられる．

95　　　　中大脳動脈閉塞脳梗塞モデルラットにおける

ムスカリン作働性アセチルコリンレセプター及びその

mRNAの経時的変化についての検討

久慈一英、辻　志郎、絹谷啓子、隅屋　寿、利波紀久、

久田欣一（金沢大核）松田博史（国立精神神経センター

武蔵病院放）柴　和弘、森　厚文（金沢大RIセンター）

　Tamuraの中大脳動脈閉塞脳梗塞モデルラット急性期7

例、慢性期9例、及びコントロール例についてTc－ggm

HMPAO静注後のオートラジオグラフィ、In　vitroの［H－3］

QNB結合反応及びムスカリン作働性アセチルコリンレセ

プターmRNAに対するS－35標識オリゴヌクレオチドプロー

ブを用いたln　situ　hybridizationを行ない血流、レセプター

及びそのmRNAについての脳切片オートラジオグラフィを

得た．大脳皮質や線条体では急性期に血流とレセプター

及びmRNAの分布に差異を認めたが慢性期ではほぼ一致し

た．分布変化について興味ある結果を得たので報告する．

96　　　　イオマゼニール（R。16．0154）とベンゾジア

　ゼピンレセプターとの結合動態についての検討

　　井上修、若原俊一、小林薫、鈴木和年、舘野之男

　　（放医研　障害臨床）

　　イォマゼニール（IMZ）はSPEcr用に開発された標識

　リガンドであり、脳のBzレセプターと選択的に結合す

　る。：aSI標識体をマウスに投与し、経時的な放射能動態

　を測定し、コンパートメントモデルを用いてBzレセプ

　ターとの結合特性（k3．　k4、　k3／k4）を求めた結果、1℃．フ

　ルマゼニールとは著しく異なる値を得た。更にインビボ

　での飽和結合実験を行った結果、大脳皮質における結合

　には見掛け上の正の協同作用が認められた。これらのこ

　とからIMZは11C・フルマゼニールとは異なった情報が得

　られる可能性が示唆された。1℃－IMZのサル脳における

結合動態についても報告する。

97　　　　一過性脳虚血モデルにおけるイオマゼニール

　を用いた中枢性ベンゾジアゼピンレセプター分布の検討

　西澤貞彦、土田龍郎、田中富美子、石津浩一、岡沢秀彦、

　玉木長良、小西淳二（京大核）、米倉義晴（同脳病態生理）、

　佐治英郎（同放薬）、永田保（滋賀医大放）

　　イオマゼニール（IMZ）はSPECTイメージング用に開発

　された・中枢性ベンゾジアゼピンレセプター（BZR）に高

　い親和性を示すリガンドで、臨床的にはてんかん焦点の

検索に有用性が報告されている。今回脳虚血性疾患にお

　ける有用性を検討するために、両側総頚動脈の一過性の

血流遮断を行った砂ネズミの脳虚血モデルを用いて、二

核種オートラジオグラフィ法により、IMZの脳内分布の

変化を脳血流製剤であるIMPの分布の変化と比較した。

虚血後再環流の期間によりIMPの分布は虚血によりもた

　らされた異常を鋭敏に反映したが、IMZは虚血による変

化が少なく、BZRが虚血に対して強いことが示唆された。
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